数についての証明問題
【1】２つの連続する奇数の積は、その間の偶数の平方よりも１小さいことを

　　　説明しなさい。
【2】奇数の平方から１をひいた数は4の倍数であることを説明しなさい。

【3】連続する３つの整数がある。最大の整数と最小の整数の積は中央の整数の

　　平方よりも１小さいことを説明しなさい。

【1】２つの連続する奇数の積は、その間の偶数の平方よりも１小さいことを

　　　説明しなさい。

　　

　　nを整数として、連続する2つの奇数は2n－1、2n＋1と表せる。


　　連続する奇数の積は(2n－1)(2n＋1)＝4n2－1

　　間の偶数の平方より1小さい数は(2n)2－1＝4n2－1

　

　　だから、連続する奇数の積は、その間の偶数の平方よりも１小さい。

【2】奇数の平方から１をひいた数は4の倍数であることを説明しなさい。

　　

　　nを整数として、奇数は2n－1と表せる。

　　奇数の平方から1を引いた数は

　
　(2n－1)2－1


＝4n2－4n＋1－1


＝4n2－4n


＝4(n2－n)

　

　　だから、奇数の平方から１をひいた数は4の倍数である。

【3】連続する３つの整数がある。最大の整数と最小の整数の積は中央の整数の

　　平方よりも１小さいことを説明しなさい。

　

　　nを整数として、連続する３つの整数はn－1、n、n＋1と表せる。

　　最大の整数と最小の整数の積は(n＋1)(n－1)＝n2－1

　　中央の整数の平方よりも１小さい数はn2－1

　　だから、最大の整数と最小の整数の積は中央の整数の平方よりも１小さい。
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